
指定管理者からの令和４年度事業報告概要 

 

施設名 岡山県ボランティア・ＮＰＯ活動支援センター 

【指定管理者の概要】 

名 称 岡山県ボランティア・ＮＰＯ活動支援センター管理運営共同体 代表者 足羽 憲治 

所在地 岡山県岡山市北区南方２丁目１３番１号 

【指定管理の概要】 

指定期間 令和３年４月１日～令和８年３月31日 報告期間 令和４年４月１日～令和５年３月31日 

管理業務
の内容   

・センターの施設及び設備の利用の許可に関する業務 
・施設等の利用料金の設定及び収納に関する業務 
・施設等の維持管理に関する業務 
・センター運営に関する業務 

【管理体制の状況】 
 
 

（常勤1名）   （常勤2名）  （非常勤1名）  （常勤2名）     （常勤1名）   （非常勤9名） 
                        （非常勤1名） 

                                              ※開館時間中、常時3名以上で対応 

                        

【利用等の許可の状況】                                                            （単位：件） 

 研修室・会議室等 貸事務所 附属設備 合  計 

許 
可 
件
数 

４年度 ２，８０３ １０ ８１２ ３，６２５ 

３年度 ２，１１２ ９ ５７０ ２，６９１ 

増 減 ６９１ １ ２４２ ９３４ 

【維持管理の業務の実施の状況】 

項  目 内       容 

施設管理運営 
 

・オープンスペース（相談・情報・交流・作業・保管）：利用人数10,132人 
・研修室、会議室：利用人数25,863人 

専門相談事業 
 

会計、経営、労務、法律の専門家による相談 
（相談件数：12件） 

コーディネーター 
支援事業 
 

NPOを支援する組織・団体へのヒアリングの実施及び活動支援に係る情報の提
供、スタッフ対象の研修会の開催 
〔主な内容〕NPO支援組織との情報交換会、NPOの支援方法等を学ぶ研修会 

人材育成交流事業 
 

ボランティア・NPOのリーダーやスタッフ等を対象にした組織マネジメント等
の研修会及び各団体の課題共有・情報交換を行う交流会の開催 
（参加者：研修会 合計48名、交流会 11名） 

活動情報発信事業 ボランティア・NPO活動情報誌「ボランピオ」 年4回ホームページに掲載 

自主企画事業 ・「ボランティア入門講座」及び「NPO法人設立入門講座」の開催 
・ボランティアに興味がある学生向けに、参加募集中の団体をつなぐ「ボラン
ティア・マッチング会」の開催 

・高校生ボランティア・アワード、子どもボランティア体験プログラムの実施等 

 

 

ｾﾝﾀｰ長 副ｾﾝﾀｰ長 ｼﾆｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

 

事業ｽﾀｯﾌ ﾌﾛｱﾏﾈｰｼﾞｬｰ 

＜民間事業者＞印刷設備保守点検業務 

スタッフ 
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【利用料金の収入及び減免の状況等】                                        （単位：円、件） 

 研修室・会議室等 貸事務所 附属設備 合  計 

収 入 額 4,125,030 2,247,000 1,289,530 7,661,560 

利用件数 2,803 10 812 3,625 

減 免 額 0 0 0 0 

減免理由  

【管理に係る収支の状況】                                 （単位：円） 

   
３年度      

 
備 考 ４年度 対前年度増減額 

 収 入 額 Ａ 33,616,583 1,173,408 32,443,175 
 
４年度収入額 
その他 
・預金利息 23円 
 
 

内 

 

 

訳 

指定管理料 25,955,000 0 25,955,000 

利用料金収入 7,661,560 1,651,903 6,009,657 

事業収入 0 △478,500 478,500 

その他 23 5 18 

 支 出 額 Ｂ 33,616,474 1,174,143 32,442,331 

内 

 

 

訳 

人件費 25,110,000 △587,166 25,697,166 

管理運営費 4,213,349 1,126,131 3,087,218 

事業費 4,293,125 635,178 3,657,947 

その他 0 0 0 

収 支 額 Ａ－Ｂ 109 △735 844 

県への納入金 0 0 0 

実質的な県負担額 25,955,000 0 25,955,000 

【特記事項（管理運営業務の実施状況の点検結果）】 

点検項目 区分 特記事項（評価すべき点・改善すべき点） 

管
理 
運
営 
状
況 

①適切な施設 
管理の履行 

Ｂ 協定及び事業計画に沿った適切な管理が履行されていた。 
 

②法令等の遵守 
状況 

Ｂ 関係法令に基づく義務は適切に履行されていた。 

 
③安全性の確保 
 

Ｂ 
感染症対策をはじめ、安全管理マニュアル及び危機管理体制の整備な

ど安全性を確保した管理が履行されていた。 

④財産の適切な   
管理 

Ｂ 
施設・設備の破損、紛失はなく、修繕は適切に実施され、適切な管理

が履行されていた。 

導
入 
効
果 

①利用状況 Ｂ 

令和４年度の利用者数は会議室・オープンスペースともコロナ禍前の
状況までは戻っていないものの、前年度に比べ大幅に回復した。 

【利用者数】R4:35,995人←R3:25,577人（約40%増） 
<参考>R元（コロナ禍前）：48,782人 

②収支状況 Ｂ 会議室等の利用者数の増加に伴い、利用料金収入が前年度比1,651千円
の増収となり、計画された事業が適切に実施された。 

③サービス向上 Ｂ 

 利用者アンケート等により利用者の意見や要望を把握するとともに、
感染症対策の徹底を行うなど、適切な対応がなされた。また、有識者等
からなる運営委員会を開催することにより、管理面、事業面での質的向
上につなげた。 

管理運営業務全般 Ｂ  協定及び事業計画等に基づき、適切に管理運営業務が実施されるとと
もに、サービス向上の取組が継続的に行われていた。 

  ※「区分」欄は、点検結果の区分。区分の内容は次のとおり 
  Ａ：予定していた業務水準を上回った。        Ｂ：予定していた業務水準を概ね実施した。 
  Ｃ：予定していた業務水準の一部が実施できなかった。 Ｄ：予定していた業務水準を下回った。 


